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前略

陽春の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

さて、今年度の南北対抗戦及び審判員講習会は例年と異なった内容にて実施いたしますので、その詳細をお知らせいたします。主将及び主務の方の積極的な御参加をお待ち申し上げる次第です。ご返事お待ちしております。

草々

１、タイムスケジュール
８：３０　開場

９：００　審判者会議

９：３０　開会式
１０：００　南北対抗戦開始

１１：００　試合終了及び合同稽古会開始

１２：００　午前の部・閉会式
１２：１５　昼食休憩開始

１３：００　審判員講習会開始

１５：００　講評・閉会式
２、概要

1 南北対抗戦は男子１５人、女子５人を１チームとし、３分１本勝負抜き戦とする

2 終了後、例年通り合同稽古を行う
3 閉会式にて例年通り優秀選手を発表する(表彰は本大会)

4 南北対抗戦出場選手４０名中、男子選手２０名ほどに残ってもらい、昼食休憩を取る
5 各大学選手だけでなくキャプテン(あるいは副キャプテン)及び主務にも残ってもらう
6 審判講習会協力選手、各大学幹部と幹事以外の学生は退場

7 講習会に来ていただいた審判員の方に各々３回ずつ審判できるようにローテーションを組む

8 ２時間ほどかけて土田幸男審判長をはじめ、高段者の先生方からご指導いただく

9 審判長に講評を頂いて、閉会
　
３、内容変更の意義

1 近年の南北対抗戦及び審判員講習会は南北対抗戦が主目的になっており、本来の主旨である審判技術の向上及び基準・意思統一に重点を置いたものに変更いたしました。
2 昨今、審判上の変更点があり、京滋学生剣道連盟所属の審判員の方々に、それを知っていただこうと思います。
3 また、午前中の南北対抗戦と合同稽古を残すのは、それが各大学間の親交につながると考えているからです。

4 以上の理由から若干の変更をしました。
